
現役として活躍する明治の芝居小屋は明治百年通りに立ち並ぶのぼりと共に、小坂町の
顔です。春にはまだ葉を付けていないアカシア並木と真っ青な空に真新しいのぼりが映え
ます。６月初旬には通りのアカシアが白い花を満開にし、康楽館の彩りを添えます。夏から
秋は通り沿いの街灯にハンギングバスケットが設けられ、華やかな雰囲気が楽しめます。
冬は肌を切るような寒さの中で、青い空に白い康楽館が映えます。

地図

紹介文

種別 ①建築物・工作物

http://goo.gl/maps/cxTqo

データＮＯ 1

場所 鹿角郡小坂町小坂鉱山字松ノ下２番地

写真添付

康楽館と明治百年通り

こうらくかんとめいじひゃくねんどおり

名称

ふりがな
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ふりがな きゅうせきぜんしゅてんとげんせきぜんしゅてん

地図 http://goo.gl/maps/pnieR

名称 旧関善酒店と現関善酒店

写真添付

場所 鹿角市花輪上花輪８５地内

紹介文
国の有形登録文化財になった築１００年以上の旧関善酒店と蔵を改築して住居と店舗にし
た現関善酒店が並ぶ景観は、花輪の歴史を伝える大切な宝物です。
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ふりがな とうげんきょうのかやぶきみんかともものはな（はっぽうちょうてはいざか）

地図 http://www.akita-gt.org/walk/tehaizaka.html

名称 桃源郷のかやぶき民家と桃の花（八峰町手這坂）

写真添付

場所 山本郡八峰町峰浜水沢手這坂地内

紹介文
かやぶき民家に住人がいた当時の手這坂集落（峰浜村）。江戸時代の紀行家・菅江真澄
が、手で這うような坂を下ると、突然、桃の花が咲き誇る村が現れ、その村の美しさに感動
し「桃源郷」と称えたところ。ふるさとの原風景が残っている数少ないところである。
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ふりがな ひたちないはつでんしょ

地図 http://goo.gl/maps/MgPVx

名称 比立内発電所

写真添付

場所 北秋田市阿仁比立内地内

紹介文
明治４３年、古河鉱山が設置したドイツシーメンス社製の交流発電機。
出力６２０ｋｗ、電圧１１０００Ｖ。
繋川上流５ｋｍ付近より取水、水路と隧道の導水管方式によって発電し、阿仁鉱山に送電
され、比立内にも文明の電灯がともった。
昭和４８年に廃止されたが、鉱山を物語る産業遺産でもある。
建屋は破損したが、小さくとも風格ある発電所が再建されることを願って推薦する。



種別 ①建築物・工作物 データＮＯ 116

ふりがな みやこししょうてん

地図 http://goo.gl/maps/GUBVd

名称 宮越商店

写真添付

場所 北秋田市阿仁水無大町２７地内

紹介文
阿仁の大きな商家。
この地方にはめずらしい町屋風の建物です。
防雪を兼ねたこみせと、屋根にはうだつがあがっています。
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ふりがな いじんかんからながめるないりくせんこうない

地図 http://yahoo.jp/fWEPnP

名称 異人館から眺める内陸線構内

写真添付

場所 北秋田市阿仁銀山字下新町地内

紹介文
異人館から眺める内陸線は、趣が異なって見えます。
旅情を感じさせる風景です。
草刈りや手入れをして修景を施せば、異国風にも感じられそう。
生かしたい景観です。
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ふりがな ないりくせんこぶちえき

地図 http://goo.gl/maps/5xWoa

名称 内陸線小渕駅

写真添付

場所 北秋田市阿仁小渕字谷地地内

紹介文
小渕は阿仁鉱山草分けの地。
ここから阿仁前田まで、開発領主が入れ替わりに覇を競った城館跡がある。
今は寺屋敷跡が見られる小さな集落ですが、駅前の郷土を大切に思う方が、自費で庭園を
造って寄贈した。
人知れず列車を見送る、美しい駅を推薦します。
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ふりがな なかじまてい

地図 http://goo.gl/maps/YJHMS

名称 中嶋邸

写真添付

場所 北秋田市脇神字川口塚ノ岱地内

紹介文
川口の地主の邸宅。
美しい庭園を配した広い屋敷で、大きな農家を思わせる厩舎と納屋があり、中には民具農
具が大切に保管されている。
周辺の田園風景にマッチした、絵のような印象的な佇まいとなっている。
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ふりがな はちまんたいあずきさわ　いかりすいりょくはつでんしょ

地図 http://goo.gl/maps/MHjK1

名称 八幡平小豆沢　碇水力発電所

写真添付

場所 鹿角市八幡平小豆沢碇69-2地内

紹介文
　この赤レンガの建物は、明治40年碇発電所(いかりはつでんしょ)として建設され、それまで尾去沢
鉱山の動力源であった。鉱山閉鎖後の電力は一般用として供給されているとのこと。選定理由は、地
域の歴史を伝える歴史的建造物-その歴史性景観。
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ふりがな あきたけんはちまんたいはつでんしょ

地図 http://goo.gl/maps/smqLN

名称 秋田県八幡平発電所

場所 鹿角市八幡平字熊沢前田７１地内

紹介文
  国道341号を仙北市側から鹿角市花輪方面へ進むと、八幡平蛇沢集落付近の左側に発
電用の送水管が見えてくる。水力落差約181mというこの銀色の導水管は、閑静な山間地
にあるがゆえに独特のアクセントを感じる。選定理由は、この地域のランドマーク的な指標
性を有する工作物景観。
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ふりがな とうほくじどうしゃどう　はちまんたいばし

地図 http://goo.gl/maps/OUcrv

名称 東北自動車道　八幡平橋

写真添付

場所 鹿角市八幡平小豆沢碇付近

紹介文
　東北自動車道の湯瀬～八幡平インターチェンジの中間付近を流れる米代川上流に架ら
れた、下り線「八幡平橋」の中央径間(径間長約188m)付近である。選定理由は、周辺景観
を考慮にいれ大きな支間割りですっきりしたデザイン性、その橋梁景観。
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ふりがな いかりすいりょくはつでんしょようすいろ

地図 不明

名称 碇水力発電所用水路

写真添付

場所 鹿角市湯瀬渓谷上流付近

紹介文
　　鹿角市八幡平を通る国道282号が上山田付近で米代川を横断する。その付近でトンネ
ルからでた古い水路がみえる。この水路は等高線沿いに山の急斜面を這うように80年以上
も前に作られ、その用途は碇(いかり)水力発電の水車を回すためのもの。選定理由は、発
電用水路として古くから地域住民に親しまれている景観。
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ふりがな あるぱす・りくじょうきょうぎじょう

地図 http://goo.gl/maps/6JpKO

名称 アルパス・陸上競技場

写真添付

場所 鹿角市花輪字百合沢地内

紹介文
　鹿角市花輪を通る国道282号から県道195を東側へ数分行ったところに、鹿角市総合運動
公園アルパスの第1駐車場がある。この駐車場の端から陸上競技場を俯瞰した。選定理由
は、市民に親しまれ、愛されているコミュニティ性景観。
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ふりがな あるぱす・てにすこーと

地図 http://goo.gl/maps/6JpKO

名称 アルパス・テニスコート

写真添付

場所 鹿角市花輪字百合沢地内

紹介文
  鹿角市総合運動公園の第1駐車場右側に見えるテニスコートとバスケット片面練習場であ
る。ここではテニスコートを灰色がかった土色にし、そのコート周りの草色と識別できるよう
に工夫を凝らしている。また隣接バスケットの練習コートはスロー・イン・ライン内を濃いブ
ルーカラーでアクセントをつけ周辺全体を穏やかなものにしている。選定理由は、市民に親
しまれ、愛されているコミュニティ性景観。



地図 http://goo.gl/maps/qPRJC

名称 阿仁合駅

写真添付

場所 北秋田市阿仁銀山字下新町地内

紹介文
北緯４０度線上に位置することから、数字の４をデザイン化したのがこの駅舎。
阿仁鉱山は、かつて日本トップクラスの産出量を誇り、海外貿易の主役となって藩幕経済を
支え、明治維新の大きな原動力となってきました。
明治１２年、阿仁官営鉱山は、ドイツ人技師を招くとともに、多くの優れた人材を集めて、維
新による産業革命とあいまって、鉱山近代化を強力に推し進めてきました。
駅に降りても、それらしさは何もありません。
そこで、モニュメントとして駅前に、ドイツ人技師メッケル、ハイゼンらの馬上巡視の像を提
案したい。
近代化産業遺産のシンボルがここにほしい。
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ふりがな あにあいえき



地図 http://goo.gl/maps/tw6Rk

名称 杣温泉

写真添付

場所 北秋田市森吉字湯ノ沢７地内

紹介文
古くより伝えられていた温泉。
秋田藩が、隣藩南部との国境警備の必要から、上流砂子沢に陣屋を設置し、村々を開い
て、ここ湯ノ沢には湯小屋が作られ湯治場として利用されてきたのが始まり。
戦中戦後は炭鉱が開かれ、人口も１５００人ほどの活気ある地域となりましたが、その後の
閉山とダム補償で流域すべての村々が消え、この温泉ただ一つが残った。
露天風呂を配して、渓流の門向こうには夫婦大杉が立ち、ミツデカエデの紅葉が目を引く、
山辺の素朴な人情宿となっている。
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ふりがな そまおんせん



地図 http://goo.gl/maps/7Pavi

名称 長岐邸

写真添付

場所 北秋田市七日市囲ノ内地内

紹介文
文政１８年（１８３０年）に完成した小猿部親郷肝煎（おさるべおやごうきもいり）の屋敷。
藩主佐竹侯の領内巡検の折には、本陣宿を二度務めた。
この地方にはめずらしい武家風の邸宅です。
門前のケヤキは樹齢約２５０年ほどの巨木です。

種別 ①建築物・工作物 データＮＯ 196

ふりがな ながきてい



地図 http://yahoo.jp/xj2_fJ

名称 金家邸宅

写真添付

場所 北秋田市本城字館の下１９２地内

紹介文
大地主金家は、地方の教育にも力を注いだ名家です。
建屋は和館と洋館からなり、和館では使用する用材のすべてが自家の山林から伐り出され
たものとされていますが、優れた材を秀逸に用いています。
二階から眺める庭園は、ことのほか美しい。
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ふりがな こんけていたく



地図 http://goo.gl/maps/dEZ9B

名称 北鹿ハリストス正教会聖堂

写真添付

場所 大館市曲田字曲田８０－１地内

紹介文
明治時代に建てられた県重要文化財。建築全てが秋田杉で作られており、木造として日本
最古の教会である。山下りんのイコンを展示しています。
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ふりがな ほくろくはりすとせいきょうかいせいどう



地図 http://goo.gl/maps/2SPP6

名称 小坂鉱山事務所

写真添付

場所 鹿角郡小坂町小坂鉱山４８－２地内

紹介文
明治38年(1905)に建設された小坂鉱山事務所は、かつて鉱産額で全国一位にまでのぼり
つめた小坂鉱山の全盛時代の生きた文化遺産です。およそ一世紀という時を経て、平成９
年まで現役事務所として利用されていました。まさに日本で一番の大鉱山のシンボルでし
た。建設当時から明治のオフィスを代表する建造物として注目を集め、遠くから来訪する見
学者も多かったと言われています。玄関ホールのらせん階段をはじめ建築的にも高く評価
されています。

種別 ①建築物・工作物 データＮＯ 201

ふりがな こさかこうざんじむしょ


